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巻末資料２ ヒアリング結果 

１ 消防署ヒアリング結果 

⑴ 町会・自治会との関与 

   ➢各町会・自治会に担当者（都民防災指導員）を割当て定期的な連絡を取って

いる（図１）。しかし、町会・自治会が多いため（多い署では約 580 程度）、

全ての担当者が「顔の見える」関係を築けているわけではない。 

   ➢担当者は交替制の隊員である。1 名で複数の町会・自治会を担当し、更に上

司（隊長や出張所長等）が複数の隊員の取りまとめを行う。（町会・自治会の

数が多すぎてこの体制をとれない消防署もあった） 

   ➢消防署は人事異動等で担当者が頻繁に変わるため「顔の見える関係」を築け

るのは、活動が活発な一部の町会・自治会になってしまう場合がある。 

➢町会・自治会側はコロナ禍で役員の交代も緩慢になった所も見受けられる。

「地域」に関する知識も町会・自治会の役員の方が豊富な場合が多い。 

 
図 1 都民防災指導員制度のイメージ 

 

⑵ 町会・自治会の情報の記録・共有 

➢紙の台帳（都民防災指導台帳）の様式に従って記録・蓄積している（一部の

署では Access で管理）。 
➢活動記録は都民防災指導台帳で様式に基づき（簡易的に）記録し、特異な活

動は署内共の報告用の様式（署毎で異なる）で記録している。 
➢町会長等の連絡先等の個人情報が含まれているため、署内で活動実態等を共

有している署は少ない。 
➢担当者間の主な引継ぎは、都民防災指導台帳の記載内容である。 
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⑶ 町会・自治会以外の団体等の把握について 

➢特にリスト化等していない。 

➢PTA、おやじの会、スポーツサークル等から防災訓練等（特に応急救護）の

訓練相談はあるため、地域に「存在はしている」ことは把握している。 
➢区市は様々なコミュニティを把握している可能性は高いが、消防署側は町

会・自治会以外は担当者（都民防災指導員）を割り当てる対象ではないため、

町会・自治会以外の地域コミュニティを消防署から把握することは少ない。 

➢事業所は予防業務の関係でシステムに入力されているが、消防法に根拠のな

い地域の防災訓練で活用することは少ない。 

⑷ 団体等の望まれる連携先について 

➢町会・自治会と福祉関係（特別養護老人ホーム等）で協定を結ぶことには関

与している。その協定に基づく防災訓練も行ったが数は減った（特に、コロ

ナ禍によって今までの関係性も希薄になり減少した）。 
➢上記の協定の経緯は、兵庫県南部地震や東日本大震災がきっかけとなった事

例、区市が推進しているために協定を結んだ事例など様々である。しかし、

古い協定ほど、現在も活用されているかは不明である。 
➢地域の防災訓練へ消防署から他の団体を仲介することは少ない（ほぼない）。 
➢消防署がイベントを企画して複数団体を募った事案が少なからずあるが、消

防署が技術支援で関与した事案が多い。 
➢町会・自治会と特別養護老人施設等の福祉関係がつながると良いと感じてい

る。（実際、うまく活動している事例もあり） 
➢学校や企業（特に敷地が広い企業）と連携できると助かると感じている。 

⑸ 地域連携への課題 

➢町会・自治会と地域企業（事業所）との防災訓練での連携は難しい。町会・

自治会の住民は土日に集まりやすく、事業所に勤めている方は平日に地域に

居るため、会う機会がない。 

➢団体と団体を仲介することは可能だが、困難と答える消防署が多い。土地柄

（住んでいる人の関係性含む）が起因していると消防側から提案しづらい。 

➢実際にどのような被害が起こるか分からないため「連携する必要性」を訴え

ることが難しい。 

➢町会・自治会の構成員は高齢化が進んでいる。若い人が少なくなり、新規加

入者も少ないように感じる。活動が衰退してきている団体等も多い。 

➢単発で防災訓練に参加してもらうことは可能だろうが、継続性を踏まえると、

連携してもらう上ではお互いのメリットを伝えることが必要である。また、

責任の所在も関わってくるため消防側から手を出しづらい（消防が関与でき

ない業務）。 
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⑹ 外国人コミュニティとの関与 

➢日本語学校、大学の留学生、区市からの相談等で外国人へ自衛消防訓練もし

くは防災訓練として防災指導を実施している。特定の学校等に対して定期的

に実施している場合が多い。 
➢上記のような外国人コミュニティは、親の仕事の出張等の理由から短期的な

滞在者が多く、複数回の参加者は少ない。 
➢永住している外国人コミュニティに関して、どこに存在しているかを明確に

把握していない（外国人が多い地域を感じている程度、もしくは本当に存在

しない）。 
➢言語へは属人的な対応であった。（署に話せる職員がいる、主催者側にいる

等） 
⑺ その他、具体的な事案等について 

➢区市が中学生レスキュー隊や地元企業（例：銀行等）にスタンドパイプの資

機材を貸与して、地域住民も含めた防災訓練を促すなど創意工夫している。 
➢企業が「地域貢献」の一環でイベントを催し、地域住民を呼び込んで防災訓

練を実施している。複数企業で連携し幹事を持ち回りしている事例もある。 

➢多摩地区の西部地域は連携意識が強く自立している地域が多い。そのような

地域では消防署は技術支援を中心に実施している（十分である）。 

➢都心の地域では地元企業等の役職者が、町会・自治会の役職を兼務しており、

企業等での連携が進んでいる。 

 
２ (消防署と)つながりのある団体等へのヒアリング結果 

団体等の組織体系や活動内容についても広く聴取したが、活動（特に応募時）

の問題・課題、連携の経緯、地域連携に関する意識、必要な支援等について記載

する。 
⑴ 活動が活発になった経緯 

   ➢前町会長が新潟中越地震で危機感を感じ、区市役所に相談し、大学の先生を

紹介してもらった。街づくり学科の助教授から防災マップ作りを提案された。 
   ➢自治会役員を担っていた方がそのまま防災会のリーダーになった。 

   ➢消防団の会員が声掛けを行い、様々な団体をつないできた。 

   ➢兵庫県南部地震時に同業の方が活躍したと聞き、何かできるのではないかと

考えた。 

⑵ 活動（特に継続する上で）に関する問題・課題 

   ➢大学との連携は、学生が通学するキャンパスが変わること、事務局職員が異

動することで、人間関係がリセットされてしまうのが課題となる。 
   ➢構成員が高齢化してきている。責任者が辞めると後が続かない場合があり、

内部組織の中でも解散になった会もある。 

   ➢高齢化により、新しい人材を入れる必要があるが、新規加入者が少なくなっ
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てきていること、加入しても若い人は地域から抜けていく場合が多い。 

   ➢外国人への掲示物等の言語対応は工夫している。外国人学校の生徒から分か

りづらいと指摘され生徒と協力した事例、複数言語になりすぎて煩雑になら

ないように記載言語を日本語（可能な限り分かりやすく）と英語のみにする

など、ケースバイケースで取組んでいる。 

   ➢男性単独世帯の方は、なかなかつながりが持てない。 

⑶ 連携に至った経緯（きっかけとなった出来事やキーパーソン） 

   ➢町会長等の役員経験者、大学教員、消防団員など、危機感を感じた（元々高

い）人がキーパーソンとなり、区市や相手団体等に連携を打診する・受け入

れる場合が多い。 
   ➢大企業の支社長など地域に詳しい方が連携先の助言等をくれる。 
   ➢お祭りなどのイベントで仲間意識が強い、強まった。 
   ➢一町会でまかなえていたものが、複数町会集まらないと十分な人が集まらな

くなった。 
   ➢もともと危険性が高い地域あったため自分達の町会を越えても連携しなけ

ればいけない意識があった。 
   ➢ふるくから工業地帯であり、社宅が多くあった。転勤等で社宅が少なくなっ

ていく中で、新しくできた集合住宅に声かけを行い町会・自治会に加入して

もらった。 
⑷ 連携する上での問題・課題意識 

   ➢担当者が代わることで、進んでいた話がリセットとなる場合がある。 
   ➢連携団体同士の規模感が重要である。小規模の団体は大きい団体に取り込ま

れてしまう恐れがあり、培ってきた体制や制度、ノウハウを構築し直さなけ

ればならない場合がある。連携することに抵抗を感じている団体もいる。 
    （ただし、防災訓練では連携はできる。連合町会のように組織化することに

懸念を感じている。） 
   ➢連携するにしても責任の所在が懸念である。例えば、町会・自治会と学校が

連携して学校等の施設を使わせてもらうにしても事故があった場合、対応す

るのは学校になってしまう。行政も含めて話合いが必要である。 
   ➢町会・自治会と企業との連携は難しい。町会・自治会は土日に人が集まり、

企業は平日に人がいる。連携しての防災訓練はなかなかできない。 
   ➢若い人の新しい町会・自治会などの団体は連絡のやり取りもメール等が主流

であり、顔の見える関係を築けているか疑問である。活動歴が長い町会・自

治会は詳細な名簿を作成し配るなど顔の見える関係を常に作っているため、

最近結成された町会・自治会となじまない。しかし、旧態以前のやり方だけ

では若い人が入らない。 
   ➢組織が大きくなると、連絡・調整の手順は重要である。関係性が悪化する要

因にもなり得る。 
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   ➢特殊技能を持った団体は地域貢献したい（ビジネスにもつながる）が、自分

たちに技能を生かした防災を地域の方に発信するノウハウがない。 
⑸ 必要な支援、不安について 

   ➢若い人材が欲しいことに尽きる。防災訓練に限らず、地域のお祭り等でも若

い人の力は欲しい。 
   ➢必要な支援や不安はあるのだろうが、思いつかない。大規模地震時は「何が」

「どの程度」起きるか不明なため、「何が」足りていないのかわからない。実

際に事案があり活動してから見えるだろう（そのような経験あり）。 
⑹ 消防機関への要望 

   ➢他の団体が実施している活動を教えてほしい。例えば、自衛消防訓練や防災

訓練を予定していたら参加できるか検討してみたい。 
   ➢防災訓練にイベント性を盛り込むと参加率が上がるため充実してほしい（起

震車、消防服の試着等の子供向けブースなど）。目玉があると区域内の世帯

に案内を出せる。 
   ➢特にない（感謝のみ）。消防署の担当が少ない人員と分かっているので、よく

協力してもらっていると感じている。 
   ➢消防署から地域に何をしてほしいか示して欲しい。そこから地域でできるか

できないか考え、消防署と意見交換できるようになる。 
 
３ 新たな団体等へのヒアリング結果 

地域連携の一役の可能性を模索するため団体等の属性（組織体系、構成員、活

動実態等）や現在の地域連携（防災限らず）への取組等について聴取してきたが、

防災の地域連携に関する意識についてのみ抜粋する。 
なお、地域防災に関して全く取組んでいない団体に対してのヒアリングは難し

いため、少なからず地域防災に関する取組をしている団体を事前にＨＰ等で調査

した後ヒアリングを試みた。 
⑴ 自己団体が地域防災に取組み始めたきっかけ 

➢関東大震災時に地域住民に対して支援を行ったのが歴史的背景としてあり、

東日本大震災を契機に自社販売マンションの災害対策基準を強化した。マン

ション内に防災倉庫を設置しているが入居者が使用できるか疑問であり、防

災計画を作っているが、そこで終わりにしたくないという思いがあった。 
➢東日本大震災の復興支援から開始した。復興支援ニーズが減少したことに伴

い防災イベントの活動を開始した。 
➢東日本大震災時に事務所にあった地域に避難してきた避難者から体験談を

聞き伝えなければという思いから始まった。特に当時は女性や親子目線から

の防災対策が欠如していることが気になった。 
➢実際の災害がきっかけであるが、自己団体に被災者はいない。それがかえっ

て前向きに取り組めるようになったのかもしれない。 
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⑵ 地域連携（共助）への取組む意欲と課題 

   ➢様々な技能（医療系、重機操作、運動系）を有しているので要望があれば、

意欲はある 

   ➢企業の事業を広めるには、その企業の得意分野（スポーツジムなら「健康」）

だけでは広まらない。地域の人に響かせるには「防災」と掛け合わせること

は有用である。当然、「防災」だけも広がらない。 

   ➢地域の人とつながりたい（ヒアリング対象によっては、「地域と共同したい」、

「地域の方の主体性に伴走するくらいがよい」とつながる形は様々であっ

た。）。 

   ➢地域連携に取り組む意欲はあるが、自治会側が他の組織が入ることを危惧し

ている場合も多く、実際のところ進まない事例もあった。 

   ➢不動産ディベロッパーは、建物を建設するタイミングで周辺住民、町会・自

治会、学校などと接点を持ち、その後の普段のコミュニケーションも大事に

している。 

➢「防災」を事業のコンテンツとして取り込みたい。そのやり方やノウハウが

不足している。 

➢防災に取組む上ではマンネリと実効性が課題となる。消防とヒアリング団体

のお互いの要素を組み合わせることでマンネリ打破にもつながり、消防が関

与することで実行性をあげたい。 

⑶ 自己団体の活動の創意工夫 

   ➢楽しい要素と組み合わせている。特に子供が参加しやすくすることで親世代

も参加する。 

   ➢同業種を集めてのグループワークを実施した。参加者が共感しあったり、意

見交換したりと自然とコミュニティ形成の副次効果もあった。 

   ➢安否確認訓練は必ず実施している。(マンション)隣人への関心にもつながる。 

➢訓練後の振り返りは有用である。次の課題を認識してもらい、継続する必要

性を伝えた方がいい。 

⑷ 平常時と災害時の活動可能性について 

  ➢平常時に取組むことに関しての問題は少ない。ただし、災害発生後は組織・

企業としては労災や責任に係ることなので活動を強制できない。まずは自分

の身を守ることを優先している。災害時に活動させるならば事前に仕組み等

を整理しておく必要がある。 
➢災害直後は人員が集まれるか懸念がある。自分の職場を優先する方もいる。 
➢災害直後は自分のことを優先するのが原則。その後、業務としての任務が優

先され、地域へのボランティア的支援は、さらにその後の余力があるかだろ

う。ただし、可能な限り尽力したい（するように言われている）。 
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⑸ 連携する（ヒアリング団体自体やヒアリング団体のステークホルダーと）に

あたっての留意点 

   ➢協定はある方がよい。組織の姿勢、根拠にもなり得る。ただし、生きた協定

にする必要がある 

   ➢地域の連携を促すには準備の段階で代表者同士の話合いが大事である。連携

団体同士の中に企業が入って主体的に進めても、やってくれるという意識に

なりがち。共感してもらい自分達で動いてもらうのが重要である。 

   ➢補償制度が明確になっていると地域活動への人材の派遣をしやすい。 

⑹ 消防機関への要望、意見（助言含む） 

   ➢子供むけ防火依の試着や起震車等は、子供が楽しむことに加えて親世代も取

り込めるので充実してほしい。 
   ➢制服や赤い車の説得力は消防独自の魅力である。加えて、「本当の災害はこ

うなる」「こういう技術が有用」など消防独自のノウハウを伝えてほしい。 
   ➢一方で、防災に関して意識が向いていない人にとっては、消防の話は難しい、

怖いという感想が多いという意見があった。 
   ➢訓練の参加対象者を明確にしたほうが参加促進につながる場合がある。子育

て世帯や同業種を集めた訓練・講話など、参加者を明確にすることで新たな

参加者にもつながり、自然とつながりが形成される場合がある。 
   ➢消防から地域住民（消防団や町会・自治会等）に訓練の実施や自助・共助に

ついて踏み込んだ広報を実施してもらいたい。 
   ➢防災や訓練を取り込むノウハウ等が無いため、また BCP などの計画を策定

しても実際にどうしたらいいかわからないため消防側から人材派遣や支援

があるとありがたい。 
⑺ その他、特異な意見 

   ➢不動産関係は、マンション、商業施設は管理組合等に対して管理会社から連

絡を取ることは比較的容易でありコミュニケーションは取りやすい。しかし、

戸建て分譲に関しては、販売時しか接触の機会がなく、顧客の年代（主に子

育て世帯）の傾向はあるものの、販売後のコミュニケーションは難しい。 

   ➢マンション内でも分譲か賃貸かで明確に防災意識の違いがある。分譲は資産

として守る意思が見受けられるが、賃貸契約者は無関心の方が多いことは明

らかである。 

   ➢企業の中でも「特定分野で地域連携の意欲がある」というのはなく、地域に

関与した事業を展開している企業や SDGs 等の社会貢献に関する指標を掲

げている企業は地域貢献意欲が比較的高い。 

➢公的機関からの認定やお墨付きは、企業のモチベーションにつながる。 

➢あらかじめ顔見知りがいることで地域の防災訓練に参加しやすくなるので

はないか 

➢新しい参加者を募るなら、何をするかが事前に明確の方が参加しやすい。 
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D-7地域防災が団体にもたらすインセンティブ

D-9地域防災に取りむきっ
かけとしての協定締結

D-6消防に対する訓練指導のニーズ

D-1町会等の課題

D-3消防による連携の仲介

B-2情報伝達ツール・ルートの工夫

D-4地域防災に有効な人材が存在する団体

D-2地域との連携を阻む団体側の課題

【凡例】

ヒアリング結果のKJ法による体系的整理

［平時の防災訓練・イベント］のまとめ

F-1ノウハウが蓄積で
きない

A-6訓練への抵抗感E-1住環境による防災意識の
希薄

A-4地域との連携が低調

A-1参加者の減少・固定

B⑨［参加を募る工夫］

D⑦［連携の仲介］

B⑩［子供・親世代との交流］

課題

取組み・工夫

消防へ要望 関連があるラベル

課題に対する解決案その他（条件）

消防への要望

B⑪［ＳＮＳの活用・普及］

D①［顔が見えない関係］

C-1参加したくなるような防災訓練・イベントの企画
C④［防災以外のイベント開催実績］

C⑤［防災とイベントの組み合わせ］

C⑥［参加の抵抗感を減少］

E-2消防から災害・防災に
関する情報の提供

A-5防災への無関心

F-2地域の団体の防災活動情報
の提供

A-2周知不足による
誤解や不安

A-3ライフスタイルに合わ
せた取組ができていない

B-3集客グッズの工夫

B⑧［消防の装備品を展示・提供］B⑦［ノベルティによる参加の呼びかけ］

B⑬［団体のステークホルダーを活用したイベントの告知］

B⑭［購読者に対する告知］ B⑮［ユーザーに対するイベントの告知］

B⑯［施設来訪者に対するイベントの
告知］ B⑰［関係団体に対するイベントの告知］

C-4目的を意識した取組みの実
施

C⑫［体験の共有を重視した取組みの実施］

C⑪［次につながる気づきを重視した取組
みの実施］

C⑩［コミュニケーションを重視した取組み
の実施］

C⑬［きっかけづくりとしての防災イベント
の実施］

B⑫［ＳＮＳを活用することへの忌避・弊害］

D⑫［担い手となり得る団体］

D⑬［補助員としての活躍を期待できる団体］

D⑮［高い防災意識を持つ団体］

D⑭［防災活動の担い手となりうる人材をを豊富に持つ団体］

D⑨［内部に有効な人材が存在する団体］

D⑩［若手の活用］

D⑪［キーパーソンによる取組みの推進］

D⑲［防災活動が団体にも
たらすインセンティブ］

D⑧［消防との連携不足］

D㉕［協定締結による活動拡大］

C-3団体の強みを生かした防
災訓練・イベントの実施

C⑦［立地特性を踏まえた
取組みの実施］

C⑧［立地を生かした
取組みの実施］

C⑨［保有施設を生かした
取組みの実施］

C-2防災訓練・イベントのマンネリ化

C①［防災と健康の組み合わせ］

D㉔［防災に取組むきっかけとし
て要望が必要］

D⑰［指導に対するニーズ］D⑯［訓練のやり方がわからない］

D-8団体の本来業務に基づく地域との連携

D㉒［防災上の責務によるつ
ながり］

D㉑［本来業務による
つながり］

D㉓［属人的なつながり］

D④［本来業務としての
取組みの限界］

D⑤［異動による
取組みの断絶］

D⑱［インセンティブに対
するイメージ不足］

D㉖［業務としての
防災訓練・教育］

E-3継続による意識
変容

D⑳［防災による地域との
つながりの創出］

D⑥［調整の難航］

D-5団体同士の連携（も
有効）

［全体図］

町会等の意見

その他の団体の意見

B-1呼びかけ内容の工夫

B④［対象者の特性を踏まえた広報の工夫］

B⑥［子育て世帯を呼び込む工
夫］

B⑤［見学者・保護者としての参加の呼びかけ］

B①［参加者を安心させる呼びかけの工夫］

B③［日頃の信頼関係の構築］B②［安心感を与える参加の呼びかけ］

D③［町会の意識不足］

A.平時の防災訓練・イベントの課題

B.防災訓練・イベントの広報の工夫

C.防災訓練・イベントの企画の工夫

D.町会等とその他の団体の連携の創出

E. 災害・防災に係る情報の提供
F.地域防災の取組みに関するノウハウ提供

C③［子供を対象にした取組み］

C②［防災とレジャーの組み合わせ］

D②［町会の規模による分断］
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［平時の防災訓練・イベント］の分類に使用したカード

A-6［訓練への抵抗感］

[A]
組合の方中心に行うとやる気、訓
練の要領に問題

[A]
管理組合の役員の方も訓練で失
敗したくない

[A]
マニュアルを用意したら「寸劇」と
いわれた

A-1［参加者の減少・固定］
[D]
どうしても決まった人だけが
参加してしまう

[C]
防災訓練全体での参加率は
少ない

[B]
(当会の役員の多くが会社員）
平日の活動は難しい

[A]
(賃貸に多く入居している)
外国人に防災等の情報が
行き届いていない

A-5［防災への無関心］

[A]
賃貸住宅と分譲住宅とでは意識
の差がある

[A]
（防災に関する）やる気に役員の
中でも差異がある

[A]
防災だから「関心を持って」と
いっても伝わらない

[A]
防災について真剣に考えていな
いと被災したらひどい状態が生
起することを危惧している

A-3［ライフスタイルに合わせた取組ができていない］

［R］
土日の訓練実施は現状抵抗感ある。
そうした現状に何かしら支援でき
ないかと考えている

［M］
働いているため、地域のことはで
きない

［H］
防火防災訓練の参加のハードルを
下げても、子どもは習い事等忙し
い子もいるため参加しない

A-2［周知不足による誤解や不安］
［H］
普段参加していない人が参加する場合、
何をするのか、何があるのか不安に
感じるだろう

［H］
町内会にいる人でも訓練を「やってあげる」と
いう意識が強い人がいる

［H］
「PTAは、若い人は何で参加しないんだ」とい
う人がいる

A-4［地域との連携が低調］

[E]
他の自治会と（連携し）連合町
会を編成しなかった

[E]
他の連合会の実情を聞くと苦
労が多い

[B]
地場産業が盛んな頃は平日の
活動はできた

[E]
「防災委員会」に参加したが、
ネガティブな意見が相次ぐ

[E]
他の自治体との交流を持つこ
とはできない

[E]
近隣自治会は、当会の活動に
やや乗っかっている印象

[E]
新しい自治会は若い人が多い

A-6［訓練への抵抗感］

A-4［地域との連携が低調］

A-1［参加者の減少・固定］

A-5[防災への無関心］
A-2[周知不足による

誤解や不安］

A-3［ライフスタイルに合わ
せた取組ができていない］

A.平時の防災訓練・イベントの課題
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B-1呼びかけ内容の工夫

B①［参加希望者を安心させる呼びかけの工夫］

B③［日頃の信頼関係の構築］B②［安心感を与える参加の
呼びかけ］

［H］
本日どこでどのようなプログラムを行い、
子どもと楽しめる、誰でも参加できる、安
心感を与える事前案内が必要

［H］
夜回りをすること、「防災LINE」
の加入を広げること等、訓練の前
段階でどれだけ広報できるか

［H］
若い人の参加を促すには日頃の
活動が大事

［J］
日常的なつながりが必要であり、
日常的に訓練し、店舗に来てもら
う

B④［対象者の特性を踏まえた広報の工夫］

B⑥［子育て世帯を呼び込む工夫］B⑤［見学者・保護者としての
参加の呼びかけ］

［H］
反面、子ども達だけで参加させる
と何かあった時の責任問題にも
なるので、保護者にも来てもらう
ことになる

［I］
子供を隣の部屋で保育士に預け
られるようにする

［I］
子供を預けられない場合は会場
の後方にマットを用意し、子供が
ぐずる場合は遊ばせながら聞い
てもらえるようにする

［I］
子供を遊ばせるスペースに保育
士を１、2名待機してもらうことも
ある

［I］
預かり保育の場合は1人が見られ
る乳幼児の人数が決まっている
が、親が同じ空間にいる場合は
人数の制限がない

［I］
保育士にいてもらうことで安心し
てかつ、集中して参加ができる

［I］
お土産を付ける場合もある

B-３情報伝達ツール・ルートの工夫

B⑨［参加を募る工夫］ B⑩［子供・親世代との交流］

B⑪［ＳＮＳの活用・普及］

B-２集客グッズの工夫

B⑧［消防の装備品を展示・提供］B⑦［ノベルティによる参加の呼びかけ］

B⑬［団体のステークホルダーを活用したイベントの告知］

B⑭［購読者に対する告知］ B⑮［ユーザーに対するイベントの告知］

B⑯［施設来訪者に対するイベントの
告知］ B⑰［関係団体に対するイベントの告知］

B⑫［ＳＮＳを活用することへの忌避・弊害］

B-1呼びかけ内容の工夫

B④［対象者の特性を踏まえた広報の工夫］

B⑥［子育て世帯を呼び込む工
夫］

B⑤［見学者・保護者としての参加の呼びかけ］

B①［参加者を安心させる呼びかけの工夫］

B③［日頃の信頼関係の構築］B②［安心感を与える参加の呼びかけ］

B.防災訓練・イベントの広報の工夫

B-２集客グッズの工夫

B⑯［ノベルティによる参加の呼びかけ］

［H］
所属している町内会防災部の意
見として、若い人達に参加しても
らうにはノベルティ等が有用であ
る

［I］
お土産として、携帯トイレや消費
期限の近いアルファ米など、防災
グッズを配ることが多い

［M］
お土産で釣っている（例：防災用
のランタンなど）

［M］
お土産もらいに来る人の中で次
回も来る人もいる

B⑰［消防の装備品を展示・提供］

[E]
起震車があたってほしい

[C]
子供が消防署の制服を着ると喜ぶ

[E]
目玉になるものがあれば近所の人に
案内のお手紙が出せる

[E]
イベント性がほしい

[E]
「起震車が来るからお越しください」

［平時の防災訓練・イベント］の分類に使用したカード
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B-３情報伝達ツール・ルートの工夫

B⑪［団体のステークホルダーを活用したイベントの告知］

B⑭［施設来訪者に対するイベントの告知］

［T］
告知の方法は、当ビルの目につく
ところにチラシを置く

［J］
店舗内に自治体のお知らせの掲
示板を設けているところもある

［J］
協定を締結している店舗は、自治
体の周知を支援している

［T］
当ビルのデジタルサイネージやパ
ネルにイベント情報を投影

［I］
広報は庁舎の電子掲示板を活用
することが多い

B⑬［ユーザーに対するイベントの告知］

［J］
会員への情報発信はアプリで行
う

［J］
事業として自治体の告知の情報
発信を行うこともある

［I］
広報は、自治体のLINEアカウン
トを活用することが多い

［H］
開催時にPTA等を通じて一般の
参加者を募る

［I］
広報は親子向けお出かけ情報サ
イトを活用することが多い

B⑮［関係団体に対するイベントの告知］

［T］
当ビル内のテナント企業に周知す
る等実施

［T］
当ビルの隣接企業とも連携して
地域の様々なコミュニティの方を
集客できた

［R］
同業種が集まる会議で周知する
のがよい。

［I］
主に主催者側が広報実施

［P］
会員会社への防災の意識の高揚
に関する企画や、支部へ都主催の
防災訓練への参加や防火防災訓
練への見学の呼びかけを行って
いる。

B⑫［購読者に対する告知］

［I］
広報は、自治体の広報誌を活用
することが多い

［I］
広報は、町内会の回覧板を活用
することが多い

［I］
広報は、地域誌等のフリーペー
パーを活用することが多い

B-３情報伝達ツール・ルートの工夫

B⑨［参加を募る工夫］ B⑩［子供・親世代との交流］

B⑪［ＳＮＳの活用・普及］

B-２集客グッズの工夫

B⑧［消防の装備品を展示・提供］B⑦［ノベルティによる参加の呼びかけ］

B⑬［団体のステークホルダーを活用したイベントの告知］

B⑭［購読者に対する告知］ B⑮［ユーザーに対するイベントの告知］

B⑯［施設来訪者に対するイベントの
告知］ B⑰［関係団体に対するイベントの告知］

B⑫［ＳＮＳを活用することへの忌避・弊害］

B-1呼びかけ内容の工夫

B④［対象者の特性を踏まえた広報の工夫］

B⑥［子育て世帯を呼び込む工
夫］

B⑤［見学者・保護者としての参加の呼びかけ］

B①［参加者を安心させる呼びかけの工夫］

B③［日頃の信頼関係の構築］B②［安心感を与える参加の呼びかけ］

B.防災訓練・イベントの広報の工夫
B⑦［参加者を募る工夫］

[C]
参加率を上げるには子供に参加
してもらう

[B]
子供連れで良いと呼びかける
と奥様方が参加

[A]
外国人は全体よりも１対１で防災
等に話すと知りたがる印象

[A]
２０２１年から毎年９月マンショ
ン内だけでなく近隣も含めた無
料のヨガイベントを開催

[A]
自身のコミュニティの活動で
地域で防災意識を広げる

B⑧［子供・親世代との交流］

[B]
子供が通う学校で催しものを行
うと親も参加する

［E］
子供連れの家族が参加する花
火大会等を開催

[A]
ヨガの集まりが防災にもつな
がればよい

[D]
サッカークラブのコーチ等がお祭
りや防災に参加

[A]
子供と大人の催しを分け、催しの
合間に防災のことを入れた

[C]
子供が来れば親がついてくる
と聞いた

B⑨［ＳＮＳの活用・普及］
[C]
LINEは世代を問わず使用してい
る印象

[A]
入居者の使用率は約半数

[C]
LINEへの使用のハードルは低い

[A]
LINE以上にコストが低く優れ
たツールがない

[A]
入居者に戸別投函よりLINEの
ほうが反応がよい

[A]
何を感じているか掌握しやすい

[C]
特養主催のマンションで高齢者
対象のスマートフォン教室を実
施

Ｂ⑩［ＳＮＳを活用することへの忌避・弊害］
［E］
メールなどで連絡を取り合いお
互いの顔が見えない自治会と一
緒になることは無理がある

[C]

LINEが嫌いという人も少数存在

[A]
(LINEを)知らない入居者も多
い

［平時の防災訓練・イベント］の分類に使用したカード
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C-1参加したくなるような防災訓練・イベントの企画
C④［防災以外のイベント開催実績］

C⑤［防災とイベントの組み合わせ］

C⑥［参加の抵抗感を減少］

C-4目的を意識した取組みの実
施

C⑫［体験の共有を重視した取組みの実施］

C⑪［次につながる気づきを重視した取組
みの実施］

C⑩［コミュニケーションを重視した取組み
の実施］

C⑬［きっかけづくりとしての防災イベント
の実施］

C-3団体の強みを生かした防
災訓練・イベントの実施

C⑦［立地特性を踏まえた
取組みの実施］

C⑧［立地を生かした
取組みの実施］

C⑨［保有施設を生かした
取組みの実施］

C-2［防災訓練・イベントのマンネリ化］

C①［防災と健康の組み合わせ］

C.防災訓練・イベントの企画の工夫

C③［子供を対象にした取組み］

C②［防災とレジャーの組み合わせ］

C④防災以外のイベント開催実績］

[E]
多くの子供たちも参加するな
ど、会としての交流を深めた

[B]
神社でお祭りを実施

[B]
防災以外の町会の活動として、
来月日帰りの会員旅行を実施

[B]
お祭りを手伝ってくれた人た
ちを対象に、地域の集会場近
くで慰労会を実施

[C]
クリスマス会や夏休みのラジ
オ体操等企画中

C－1参加したくなるような防災訓練・イベントの企画

C⑤［防災とイベントの組み合わせ］

[A]
自治会のイベントや他団体の
コミュニティと防災と組み合わ
せることが必要

[A]
ディズニーダンサーに来ても
らい、防災のシールを貼っても
らった

[A]
防災フェスティバル開催

C⑥［防災とイベントの組み合わせ］

[A]
入居者対象の訓練は、なるべく
優しく、何をやるべきかわかる
ようにして参加

C①［防災と健康を組み合わせた取組の実施］

［J］
普段は運動のためとしているプ
ログラムの名称を「防災のため」
として実施している

［J］
健康づくりで必要なことと防災
で必要なことに親和性がある

［J］
避難生活においてエコノミークラ
ス症候群を防ぐためには運動習
慣があることが大事

［J］
介護予防で必要なことは運動だ
が、防災においても運動が大事

C②［防災とレジャーを組み合わせた取組の実施］

［I］
レジャーの一環として実施してお
り、例えば楽しいピクニックの一
環として防災を紐づけている

［I］
土日の晴天で、レジャーに行きた
い家族連れには防災の勉強とい
うと避けられがち

［I］
運動会とか地元のイベントに
くっつけて実施するとよい

［U］
居住者と話し、楽しい要素と組み
合わせることに着意

［U］
セミの羽化の観察会と掛け合
わせ、ツナ缶を使用した簡易ラ
ンプづくり等を実施

［U］
七夕のイベントでは、プロサッ
カーチームの元選手を集めたイベ
ントと防災を組み合わせる

C③［子供を対象にした取組み］

［F］
子どもを取り入れたい

［F］
大人も子供のいうことは聞く

［I］
子供にも参加してもらうことも心
がけている

［I］
「親子向け」「家族向け」の講習や
イベントであることを打ち出す

［H］
大人用の人形だけでなく、子ども
を対象にした応急救護も教えて
もらった

［H］
土日が参加しやすい子どもも一
緒に参加できる企画内容が望ま
しい

［H］
子どもの意識がなくなった時に、
防災とは異なるが、応急処置の
知識を持ちたい人は多かった認
識

［M］
中学生に救出訓練に参加しても
らっている

［平時の防災訓練・イベント］の分類に使用したカード
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C-1参加したくなるような防災訓練・イベントの企画
C④［防災以外のイベント開催実績］

C⑤［防災とイベントの組み合わせ］

C⑥［参加の抵抗感を減少］

C-4目的を意識した取組みの実
施

C⑫［体験の共有を重視した取組みの実施］

C⑪［次につながる気づきを重視した取組
みの実施］

C⑩［コミュニケーションを重視した取組み
の実施］

C⑬［きっかけづくりとしての防災イベント
の実施］

C-3団体の強みを生かした防
災訓練・イベントの実施

C⑦［立地特性を踏まえた
取組みの実施］

C⑧［立地を生かした
取組みの実施］

C⑨［保有施設を生かした
取組みの実施］

C-2［防災訓練・イベントのマンネリ化］

C①［防災と健康の組み合わせ］

C.防災訓練・イベントの企画の工夫

C③［子供を対象にした取組み］

C②［防災とレジャーの組み合わせ］ C－3団体の強みを生かした防災訓練・イベントの実施

C-2 ［防災訓練・イベントのマンネリ化］

［Q］
新たな提案は少なく、ほぼ定型化
している。

［V］
講師が来て講演しても理想論ば
かり

C⑦［立地特性を踏まえた取組みの実施］

［F］
お寺の境内だった場所に観光客
が多いので対策の中心に考えて
いかなければいけない

［F］
生徒が外国人傷病者と看護師間
の通訳を務めてもらうほか看板
の外国語を直す等の取組みに繋
がった

［U］
防火防災訓練で、初期消火や救
出・救助訓練は実施しているかど
うかは物件による

［U］
マンションにおける防火防災訓練
では、必ず安否確認と災害トイレ
は提案している

［U］
地域における大規模訓練時は消
防も参加

［T］
再開発事業なら周辺の企業・住民
とコミュニケーションを取ってい
るが、そうでない地域は難しい

［T］
画一的な課題解決策はなく、エリ
アごとにも特性が違う

C⑧［立地を生かした取組みの実施］

［T］
当地域は周辺のオフィスワーカー、
小学校、バスターミナルの利用者
も集まっており、ターミナル駅近
傍ということで旅行客等幅広く
集客できるメリットがあり、地域
の防災イベントを開催

［T］
敷地内で完結する訳ではないた
め、区と警察（道路使用許可の関
係）と調整して場所を決定

［T］
開催場所は、当地域であれば街
区を基準に開催する

C⑨［保有施設を生かした取組みの実施］

［T］
解体予定のビルでの訓練は強烈
な体験であり、危機意識が0に戻
りにくくなる

［T］
当社管理の解体予定ビルを使用
した防火防災訓練を町会・消防団
に参加してもらい実施した

［J］
店舗自体がスペースとして利用
価値があり、災害時はシャワー、
浴場を被災者に開放

［P］
会員会社が保有する倉庫の活用
の可能性に関しては、防災意識が
高いのは4つのエリアのうち多摩
地区である。

C-4目的を意識した取組みの実施

C⑩［コミュニケーションを重視した取組みの実施］

［T］
イベントなどで話し合える環境を
作ることが大事

［I］
講習ではワークショップをできる
だけやるようにしている

［I］
講習は、一方的に話すのではなく
コミュニケーションを取りながら
進めている

［H］
訓練をやらされている意識を低
くすることが大事

C⑫［体験の共有を重視した取組みの実施］

C⑪［次につながる気づきを重視した取組みの実施］

［I］
ワークショップは、災害時に困り
そうなことを書き出し、対策を考
えてもらう

［I］
書き出すと、意外と解決できるこ
とが多いことに参加者が気づく

［I］
参加者に気づきを与え、次のアク
ションに繋げる事や周りの人に伝
えてもらう事を意識している

［I］
講習では、難しい話や怖い話では
なく、共感を重視し、ちょっとした
工夫で防災対策ができるなど受
け入れやすい話にするよう工夫

［I］
女性は体験談を、男性はデータを
重視しやすいという意見がある

［I］
どのような属性の人にも気づき
があるものを心掛けている

［T］
体験と体感が大事

［U］
「身の丈」がキーワード

［きっかけづくりとしての防災イベントの実施］

［O］
企画にもとづき防災に関する展
示（マイコンメーター等）や、応急
復旧等のデモンストレーションな
どを当社の地域拠点と連携して
対応している

［T］
いきなり訓練では難しいので、防
災フェスのようにまずは防災意
識の向上を重視している

［T］
防災に関する意識を高めるため、
専門家の講演や備蓄品の展示を
実施

［U］
防災訓練ではそなえるカルタを
使用してトイレの重要性を理解し
てもらっている

［U］
マンホールトイレの設置の仕方や
そもそもマンホールの場所を知
らない入居者も多いため訓練で
伝えている

［T］
防災フェス2023は、関東大震災
発災100年を契機とし、当地域等

の防災意識の向上を目的に開催

［U］
1年に1度でも継続的にマンショ
ンで訓練を実施して頂けるよう
なきっかけ作りが大事

［平時の防災訓練・イベント］の分類に使用したカード
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D-3消防による連携の仲介

D-1町会等の課題

D-7地域防災が団体にもたらすインセンティブ

D-9地域防災に取りむきっ
かけとしての協定締結

D-6消防に対する訓練指導のニーズ

D-1町会等の課題

D-3消防による連携の仲介

D-4地域防災に有効な人材が存在する団体

D-2地域との連携を阻む団体側の課題

D⑦［団体の連携を仲介］

D①［顔が見えない関係］

D⑫［担い手となり得る団体］

D⑬［補助員としての活躍を期待できる団体］

D⑮［高い防災意識を持つ団体］

D⑭［防災活動の担い手となりうる人材をを豊富に持つ団体］

D⑨［内部に有効な人材が存在する団体］

D⑩［若手の活用］

D⑪［キーパーソンによる取組みの推進］

D⑲［防災活動が団体にも
たらすインセンティブ］

D⑧［消防との連携不足］

D㉕［協定締結による活動拡大］

D㉔［防災に取組むきっかけとし
て要望が必要］

D⑰［指導に対するニーズ］D⑯［訓練のやり方がわからない］

D-8団体の本来業務に基づく地域との連携

D㉒［防災上の責務によるつ
ながり］

D㉑［本来業務による
つながり］

D㉓［属人的なつながり］

D④［本来業務としての
取組みの限界］

D⑤［異動による
取組みの断絶］

D⑱［インセンティブに対
するイメージ不足］

D㉖［業務としての
防災訓練・教育］

D⑳［防災による地域との
つながりの創出］

D⑥［調整の難航］

D-5団体同士の連携（も
有効）］

D③［町会の意識不足］

D.町会等とその他の団体の連携の創出

D②［町会の規模による分断］

D①［顔が見えない関係］

[E]
防災は顔が見えることがとても
大事

［E］
連絡手段がメールのためお互いの
顔が見えない

D②［町会の規模による分断］
[A]
ﾏﾝｼｮﾝの規模が大きく地元町
会への入会を拒否

[A]
マンション竣工時、地域の勝ど
き東町会に入会するはずだっ
た

[A]
町会から「受け入れできない」
として入会を断られた

[E]
当会としては単独の自治会と
して活動

[C]

地域の防災訓練に参加した

[C]

高層マンションの方は自分た
ちでやってくれといわれた

[E]
（連合会と異なることで）話し
合いで揉めることも懸念

D③［町会の意識不足］

［H］
災害時は意識が高まるが、時間
の経過によって意識は冷めてい
くだろう

［H］
地域の防災や学校が避難所に
なった場合の活動等が、PTAの
活動の優先順位の上位に来るか
はPTAによって異なる

［H］
PTAの中では防災活動を熱心に
取組んでいるところもあるかもし
れないが、数自体は多くないと推
察

［H］
災害時の準備は、各家庭の防災
意識ではないか

［T］
防災について困っていることを
話合いましょうねと伝えても共助
について浸透しない

［T］
管理組合がないため一戸建ては
コミュニティに関する意識がマン
ションより希薄になりがち

［V］
自分の身に問題を落とさないと
話にならない

［V］
ここ１～２年で自助・共助を重視
する風潮になった

［V］
当会も自分達で何かしようとして
いるが中々取組みが進まない

［V］
防災活動の課題は自覚を持たせ
ること

D-2地域との連携を阻む団体側の課題

D④［本来業務として
の取組みの限界］

［O］
自主的に当団体がどこかの敷
地を借りて地域別に防災イベン
ト等を行うことはない

D⑤［異動による取組み
の断絶］

［N］
当団体の職員も人事異動があり、
異動によって継続性がなくなる

［N］
防災へのやる気がある職員がい
ても異動によって継続性がなく
なる

D⑥［調整の難航］

［L］
課題は、会場を調整することに難
航している

［L］
全国で60か所以上で実施するの
で運営面で調整が難航している

［F］
計画立案時、情報が洩れると気
分を害する方もいる

［U］
当団体管理の場所でも2棟同時
に訓練する際に拒否反応があっ
た

［U］
防災の知識のある方が協調せず
独断で進めたため、周りの共感を
得られなかった

［T］
地域防災の関係者は多岐にわた
る

［T］
場所によっては関係者全員と意
見交換の場は設けられない

［J］
行政の組織構成上、縦割りのた
め健康づくりの部局と危機管理
の部局は中々連携が図られてい
ない D⑦［団体の連携を仲介］

[A]
マンション同士の交流を消防でとり
まとめてほしい

[A]
告知をタワマン向けに出してほしい

[B]
中学校と連携したい

D⑧［消防との連携不足］

［Q］
消防署との技術・技能面での連
携で課題がある。

［Q］
ある消防署と協定を結んでいる
と、同じ内容で他の消防署と結べ
ないようになっている。

［Q］
区内の片方の消防署とは災害時
の協定を結んでいるが、もう片方
の消防署とはまだ結べていない

［平時の防災訓練・イベント］の分類に使用したカード
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D-4地域防災に有効な人材が存在する団体

D⑫［担い手となり得る団体］

D⑬［補助員としての活躍を期待できる団体］

［K］
消防訓練を消防から求
められたら手伝いはで
きるが、消防に比べた
らレベルは低い

［K］
東京消防庁が指導していること
のサポートはできる

［K］
東京消防庁が当
団体に指導すれ
ばできる

［Q］
地域の防災組織に対して、
行政や消防署から、災害
時の活動に関して要望が
あれば練習ができる

［K］
イベント時の交通整理等も実施する

［K］
（自治体の防災訓
練を支援すること
は）求められれば
手伝いはできる

D⑭［防災活動の担い手となりうる人材をを豊富に持つ団体］

［Q］
当団体の救助隊は、活動に参
加し直ぐに動ける人は100
人、申し込みをして意思表示
をしている人は200人。区内
には150人おり、区外の人は
ほぼ組合の役員であり近隣
区に住んでいる。

［Q］
当団体は連絡会の中で唯
一防災組織を持っている。
毎年防災士を１，２名輩出
している。

［Q］
親団体がもともとチームを
持っている。

［Q］
その１つとして当支部はまち
の救助隊を持っている。

［N］
イベントでの参加であれば消
防署と学生のつながりは可能

［N］
イベントやセミナーに、学生
を参加させて欲しいと、当団
体が公共機関から依頼を受
けた場合は応じている

［N］
町会等のオーソリティ（権威）
通じた依頼の場合、本学とし
ては逆に「参加させなけれ
ば」と考え、学生を集める

D⑮［高い防災意識を持つ団体］

［R］
SDGsを会社のHPに取
り上げる企業は（地域に
貢献する）意識が高い

［R］
地域に貢献する意識の
高い企業は、業種・規模
は関係なく、意識が高い
ところは高い

［R］
事業継続力強化計画の
うち、単独型・連携型と
あるが、連携型に取組
んでいる企業の意識は
高い

［J］
フェーズフリーの概念で
実施している

［J］
地域全体をコミュニティ
づくり・街づくりという視
点で捉えることで、コミュ
ニケーションを取ること
が増えてきた

［J］
地域全体をコミュニティ
づくり・街づくりという視
点で捉えることが健康に
は必要

D⑨［団体内に存在する有効な人材］

D⑩［若手の活用］

［R］
地域住民とは多くが従業員
であると思うと、訓練をす
れば従業員の防災意識の向
上につながる

［J］
スタッフがいれば地域のため
に何ができるか当然考える

［F］
当地域は、若い人に今必要
なことを考えてくれと言っ
たらすぐに対応くれる

［F］
若い人がSNS発信も対応

D⑪［キーパーソンによる取組みの推進］

［U］
連携にあたり成功のパ
ターンはなく、防災に関す
る関心がある方のリー
ダーシップから始まり、連
携が広がっていた

［U］
キーパーソンを見つけることが
大事

［U］
キーパーソンと当社が共に防災
に関する取組を深化していくこ
とが重要

［U］
深化についてキーパーソンと
伴走している過程で、更なる
キーパーソンと出会う

［K］
若い人の方が活動したい人
が多い

［M］
地域の町会を担当する区役所
の地域活動部署も熱心

D-6消防に対する訓練指導のニーズ

D⑯［訓練のやり方がわ
からない］

［R］
依頼を受け策定した計画が活
かされていないことが課題

［R］
訓練をやりたくても、訓練の
要領がわからない

D⑰［指導に対するニーズ］

［R］
方法として訓練指導できる人を各企業に派
遣する事業があればニーズは高いと思料

［R］
（訓練の要領を）東京消防庁から助言したり、
派遣してもらうとかが解決の一つ

［V］
そもそも東京都が主導して指導することや、
区より上が指導することが必要である

D－5［団体同士の連携（も有効）］

［T］
異動はあるが、接点のある団体
について引き継ぎを行うほか、
団体のイベントにも参加して仲
良くして頂いている

［J］
地域の他の団体と連携するのは
重要

［J］
一社だけでなく、異業種の方と
も組みながら、地域の方に何が
できるかを考えている

［T］
企業との連携は、エリア内にいる
ため他の企業と連携している。

［T］
近くにいるので日頃からやりとり
が生まれている。

［J］
地域のためであると、色々な団体
の方と共通の目的を持てる

［J］
団体のノウハウがそれぞれあり、
役割分担・補完関係ができる

［J］
一社だけではコンテンツが偏る

D-7地域防災が団体にもたらすインセンティブ

D-9地域防災に取りむきっ
かけとしての協定締結

D-6消防に対する訓練指導のニーズ

D-1町会等の課題

D-3消防による連携の仲介

D-4地域防災に有効な人材が存在する団体

D-2地域との連携を阻む団体側の課題

D⑦［団体の連携を仲介］

D①［顔が見えない関係］

D⑫［担い手となり得る団体］

D⑬［補助員としての活躍を期待できる団体］

D⑮［高い防災意識を持つ団体］

D⑭［防災活動の担い手となりうる人材をを豊富に持つ団体］

D⑨［内部に有効な人材が存在する団体］

D⑩［若手の活用］

D⑪［キーパーソンによる取組みの推進］

D⑲［防災活動が団体にも
たらすインセンティブ］

D⑧［消防との連携不足］

D㉕［協定締結による活動拡大］

D㉔［防災に取組むきっかけとし
て要望が必要］

D⑰［指導に対するニーズ］D⑯［訓練のやり方がわからない］

D-8団体の本来業務に基づく地域との連携

D㉒［防災上の責務によるつ
ながり］

D㉑［本来業務による
つながり］

D㉓［属人的なつながり］

D④［本来業務としての
取組みの限界］

D⑤［異動による
取組みの断絶］

D⑱［インセンティブに対
するイメージ不足］

D㉖［業務としての
防災訓練・教育］

D⑳［防災による地域との
つながりの創出］

D⑥［調整の難航］

D-5団体同士の連携（も
有効）］

D③［町会の意識不足］

D.町会等とその他の団体の連携の創出

D②［町会の規模による分断］

［平時の防災訓練・イベント］の分類に使用したカード
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D-7地域防災が団体にもたらすインセンティブ

D-9地域防災に取りむきっ
かけとしての協定締結

D-6消防に対する訓練指導のニーズ

D-1町会等の課題

D-3消防による連携の仲介

D-4地域防災に有効な人材が存在する団体

D-2地域との連携を阻む団体側の課題

D⑦［団体の連携を仲介］

D①［顔が見えない関係］

D⑫［担い手となり得る団体］

D⑬［補助員としての活躍を期待できる団体］

D⑮［高い防災意識を持つ団体］

D⑭［防災活動の担い手となりうる人材をを豊富に持つ団体］

D⑨［内部に有効な人材が存在する団体］

D⑩［若手の活用］

D⑪［キーパーソンによる取組みの推進］

D⑲［防災活動が団体にも
たらすインセンティブ］

D⑧［消防との連携不足］

D㉕［協定締結による活動拡大］

D㉔［防災に取組むきっかけとし
て要望が必要］

D⑰［指導に対するニーズ］D⑯［訓練のやり方がわからない］

D-8団体の本来業務に基づく地域との連携

D㉒［防災上の責務によるつ
ながり］

D㉑［本来業務による
つながり］

D㉓［属人的なつながり］

D④［本来業務としての
取組みの限界］

D⑤［異動による
取組みの断絶］

D⑱［インセンティブに対
するイメージ不足］

D㉖［業務としての
防災訓練・教育］

D⑳［防災による地域との
つながりの創出］

D⑥［調整の難航］

D-5団体同士の連携（も
有効）］

D③［町会の意識不足］

D.町会等とその他の団体の連携の創出

D②［町会の規模による分断］

D-7地域防災が団体にもたらすインセンティブ

D⑲［防災活動が団体にも
たらすインセンティブ］

［R］
メリットは防災自体がブランドイ
メージとなり、人材流出の防止
に買っている

［R］
地域でのプレゼンスを高める効
果もある

D⑱［インセンティブに対
するイメージ不足］

［R］
地域住民と中小企業が連携とい
うとイメージがわかない

［R］
課題は効果が顕れづらい点
「やったからどうなるんだ」とい
う企業様の声もある

D⑳［ハブとなる団体を
通じたつながりの創出］

［L］
防災キャラバンにおいて、地域の
団体との巻き込みに関しては、地
域の消防や社協に協力頂いてい
る

［L］
基本的には県連盟が主導するの
で、県連盟で検討し地域の団体に
お声がけして頂いている

［L］
防災キャラバンにおいて行政と
連携ができるのは、ボーイスカウ
トは（活動理念上）人の役に立つ
ことを掲げているため。

［L］
行事を支援する、市町村の生涯
学習課・青少年課等と繋がりが日
頃あるため、協力して頂けている。

D-1町会等の課題

D-3消防による連携の仲介

D⑦［団体の連携を仲介］

D①［顔が見えない関係］

D③［町会の意識不足］

D②［町会の規模による分断］

D-8団体の本来業務に基づく地域との連携

D㉓［属人的なつながり］

［L］
ボーイスカウトに所属する大人の
本業での人間関係も利用して、地
域のつながりもある

［L］
町内会や自治会に所属して中心
的に活動している人がボーイスカ
ウトでも活動している例も多い印
象を持っている

［T］
公助と自助の間の共助が不足し
ているので、地域防災の取組を
周辺の団体と協力して当社は
行っている

［T］
当社が開発し管理しているビル
の街区の中に小学校（城東小学
校）があるため、小学校は一種の
テナントであり、小学校の校長と
は日頃から連絡をとっている

［T］
再開発計画、進行、完了の後も当
該地域の団体とは個別要素が強
い

［T］
ビルの中で閉じるよりは周辺の
コミュニティとともに連携するの
が当社の方針

［T］
頻度は別にしてコミュニケーショ
ンを維持し、相互に相談し合う関
係を保っている

［T］
ケースバイケースで地域の町会と
連携している

［R］
自治会の防災訓練に意識高いと
ころは参加する

D㉑［本来業務によるつながり】

［T］
（ビルディング本部は）ビル事業
をしており、開発を進める上で町
内会と接点が生まれることが多
い

［T］
事業の特性上、近傍の学校等と
何かしらの付き合い・接点はある
ものと思料

［J］
地域の拠点は各店舗であり、自
治体・町会と連携している

［L］
PTAや学校運営協議会と連携し
ている。

［O］
ライフバルに自治会や管理組合
から要望があれば対応すること
もある

［O］
当団体が行政の防災イベントに参
加した際、マンションの自治会や
管理組合から管理組合単位など
の防災イベントの要望もあるが、
原則お断りしている

［L］
学校の中でも、児童・生徒を地域
で育てる意識が出てきており、門
戸が開かれていることもある

［T］
町内会とは町内会の地域を当社
が再開発するにあたって連絡し
ており、日頃から付き合いがある

［T］
組織的な例としては当社の「まち
づくり推進部」が地域と接点を持
ち、まちづくりを担当

［N］
文部科学省より本学は地域貢献
しなさいと言われているので、意
欲は別にして義務として話を
持っていけばよい

Ｄ㉒［防災上の責務によるつながり］

［T］
地域との連携であれば、帰宅困
難者受入れ訓練を実施した

［T］
駅コンコースとつながる地下歩
道が一時受入れ場所となってい
るので、開設・運営の訓練を実施
した

D-9地域防災に取りむきっかけとしての協定締結

D㉕［協定締結による活動拡大］

［Q］
2011年の区との協定
を契機に家具の転倒防
止や火災報知器の設置
について区からも委託
業務を受けられるよう
になり、地域に入って
いけるようになった。

［J］
企業姿勢をだす上で協定と
いう形があることは大事

［J］
協定を結んでいるところは、
より具体的なものにしている

［J］
ハード、ソフト面多種多様の
協定がある

［J］
協定を認識している地域
の方と店舗が手を組ん
で初めて協定が活かさ
れる

［J］
町会の方とも連携、自
治体と防災に係る協定
を増やしている

D㉔［防災に取組むきっかけとして要望が必要］

［Q］
行うことが決まっていないと練
習もできない

［Q］
道具も持っており技術もあるので、要
望があれば練習や資機材の準備もや
りやすくなると感じている

［Q］
実際に何かあったときに動いてほしい
という要望があれば練習もできる

［平時の防災訓練・イベント］の分類に使用したカード
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E-1［住環境による防災意識の
希薄］

E-2［消防から災害・防災に
関する情報の提供］

E-3［継続による意
識変容］

E. 災害・防災に係る情報の提供

E-1［住環境による防災意識の希薄］

[A]
（マンションが要塞）防災を真剣
に考えていない

[A]
（分譲は資産）資産の損失につ
ながる

[A]
マンション自治会員の防災意
識も希薄である

E-2［消防から災害・防
災に係る情報の提供］

[A]
公的な機関からインパクトのある
ことを伝えてほしい

[A]
湾岸に住むことに対しての警鐘を
鳴らしてほしい

[C]
プッシュでマンションに情報を流
してほしい

E-3［継続による意識変容］
［T］
正解はなく、繰り返すことが大事
例えば、都条例に基づいて帰宅
抑制のために３日分の備蓄品の
用意が推奨されているが、当社
管理物件では入居企業に対し1
日分の備蓄品を提供するという
取り組みをやっている

［H］
毎年、地域と一緒になってイベ
ント形式で実施すれば防災意識
が高まるだろう

［F］
訓練を始めて２、3年経つと自
分の身の安全を守ることが大
事となる［U］

訓練する機会を作り、継続することが大事

F-1［ノウハウが蓄積
できない］

F-2［地域の団体の防災活動情
報の提供］

F.地域防災の取組みに関するノウハウ提供

F-1［ノウハウが蓄積できない］

[E]
理事は１年交代

[A]
管理組合の役員は毎年交代

[E]
防災部は１年では交代しない

[C]

難しいものを担当している人
がいなくなったら継続性がな
くなってしまう

[A]
継続的な活動ができない

[A]
常に０と１を繰り返している[A]

マンションの入居者の１割が１
年で入れ替わる

[A]
賃貸入居者を対象にした防災
活動は、続かない。

F-2［地域の団体の防災
活動情報の提供］

[A]
他のマンションの訓練の情報が
ほしい

[A]
いい事例が入ってこない

D-7地域防災が団体にもたらすインセンティブ

D-9地域防災に取りむきっ
かけとしての協定締結

D-6消防に対する訓練指導のニーズ

D-1町会等の課題

D-3消防による連携の仲介

D-4地域防災に有効な人材が存在する団体

D-2地域との連携を阻む団体側の課題

D⑦［団体の連携を仲介］

D①［顔が見えない関係］

D⑫［担い手となり得る団体］

D⑬［補助員としての活躍を期待できる団体］

D⑮［高い防災意識を持つ団体］

D⑭［防災活動の担い手となりうる人材をを豊富に持つ団体］

D⑨［内部に有効な人材が存在する団体］

D⑩［若手の活用］

D⑪［キーパーソンによる取組みの推進］

D⑲［防災活動が団体にも
たらすインセンティブ］

D⑧［消防との連携不足］

D㉕［協定締結による活動拡大］

D㉔［防災に取組むきっかけとし
て要望が必要］

D⑰［指導に対するニーズ］D⑯［訓練のやり方がわからない］

D-8団体の本来業務に基づく地域との連携

D㉒［防災上の責務によるつ
ながり］

D㉑［本来業務による
つながり］

D㉓［属人的なつながり］

D④［本来業務としての
取組みの限界］

D⑤［異動による
取組みの断絶］

D⑱［インセンティブに対
するイメージ不足］

D㉖［業務としての
防災訓練・教育］

D⑳［防災による地域との
つながりの創出］

D⑥［調整の難航］

D-5団体同士の連携（も
有効）］

D③［町会の意識不足］

D.町会等とその他の団体の連携の創出

D②［町会の規模による分断］

D㉖［業務としての防災訓練・教育］

［P］
防災訓練に関しては、倉庫業務上
必要であるため会員会社が適宜
実施している。

［T］
けが人を手当てしないといけな
いため、ビル本部では全員に救
命講習を受講させ、救護訓練も
受けさせている

［T］
帰宅困難者受け入れ訓練、e-
Learning等、当社は社員に対し、
消防に頼ることなく積極的に防
災に関する教育や訓練に取組ん
でいる

［O］
当団体が関わっている体験型学
習施設の来館者に対して、防災に
関する取り組みやマイコンメー
ターの取り扱いなどを展示

［平時の防災訓練・イベント］の分類に使用したカード
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D④［要支援者の個人情報
の取り扱いに自治会として

苦慮］

D⑤［自治会として要支援
者の情報を収集している］

D③［町会と集合住宅で要
支援者の情報を共有してい

る］

D⑦［要支援者の情報を得
ても救助は困難］

D⑥［要支援者の情報に頼
らない支援］

A-2町会の活動体制の
課題

A③［災害時に活動できる
人がいるかわからない］

A②［活動の実行性に不安
がある］

A④［新たな担い手を見つ
ける必要がある］

D①［要支援者の個人情報は
民生委員・自治会長が保管］

D②［竣工から時間がたった
集合住宅には高齢者も多い］

D-1避難行動要支援者
対応の現状

D-2要支援者情報の課
題と工夫

D-3要支援者の救助の
課題と工夫

A①［災害時の活動体制は
構築できている］

A-1町会の活動体制の
実態

A⑤［備蓄品は発電機、食
料トイレが多い］

A⑥［救助に必要な資機材
が備蓄されていない］

A⑦［備蓄されている資機
材を知らない］

A-3町会が保有する資
機材の実態と課題

A⑨［外国人のパニックが
不安］

A⑧［帰宅困難者を受け入
れられるか不安がある］

A⑩［けが人が発生した場
合の救出が不安］

A⑪［行政からの情報が来
ない］

A-4町会の活動に関する不安

A⑬［消防に指導してもら
いたい］

A-5消防に対する指導
へのニーズ

B①［協定による責任の
明確化が必要］

B②［責任の所在が明確でな
いと団体に協力してもらえな

い］

B-1団体との連携への
ニーズとハードル

［集合住宅では帰宅困難者
の受け入れを行う必要があ

る］

［災害時にはビルメンテ会
社・警備会社に

多くは期待できない］

［ビルメンテ会社・警備会社
にはエレベーター閉じ込め

の確認を依頼］

［高層住宅は下階に降りる
と自室に戻れない可能性

がある］

A-6集合住宅の災害時の特性

C④［保障制度がない］

C⑥［災害時の活動ルール
がない］

C⑦災害時の活動が明確で
ない］

C⑧［連絡手段が脆弱］

C⑤［災害時の体制が脆弱］

C-2団体が地域に対する支援活動を行えなくな
る要因

C①［協定が活動の根拠と
なる］

C③［災害時の活動ルール
がある］

C②［保障制度がある］

C-1団体が地域に対する支援活動を行うために
必要な要素

B⑦［災害時の活動：地域の
見回りの実施］

B⑤［災害時の活動：避難誘
導］

B⑥［災害時の活動：
情報収集・情報発信］

B8⑧［災害時の活動：
労働力の提供］

B-3団体が行う地域に対する支援活動

B⑩［夜間は活動すること
ができない］

B⑨［初動期は活動するこ
とが難しい］

B⑪［地域貢献を行う企業
は業種によらない］

B-4団体の地域に対す
る支援活動の特徴

B⑬［社員・構成員の安全が
最優先］

B⑫［本来業務が最優先］

B-5団体の基本的性質

B③［要請があれば協力で
きる］

B④指揮命令系統の明確化
が必要］

B-2団体が地域に対する支援活動を行うための
きっかけ

【凡例】

課題

取組み・工夫

消防へ要望 関連があるラベル

課題に対する解決案その他（条件）

消防への要望町会等の意見

その他の団体の意見

A.町会等の災害対応の実態と課題
B.その他の団体との連携と団体の活動範囲 C.地域への支援を行える団体の特徴

D.避難行動要支援者対応の課題

A⑫［救出・救助の工夫］

ヒアリング結果のKJ法による体系的整理

［町会等］×［その他の団体］×［災害時の対応と課題］のまとめ
［全体図］
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A-2町会の活動体制の
課題

A③［災害時に活動できる
人がいるかわからない］

A②［活動の実行性に不安
がある］

A④［新たな担い手を見つ
ける必要がある］

A①［災害時の活動体制は
構築できている］

A-1町会の活動体制の
実態

A⑤［備蓄品は発電機、食
料トイレが多い］

A⑥［救助に必要な資機材
が備蓄されていない］

A⑦［備蓄されている資機
材を知らない］

A-3町会が保有する資
機材の実態と課題

A⑨［外国人のパニックが
不安］

A⑧［帰宅困難者を受け入
れられるか不安がある］

A⑩［けが人が発生した場
合の救出が不安］

A⑪［行政からの情報が来
ない］

A-4町会の活動に関する不安

A⑬［消防に指導してもら
いたい］

A-5消防に対する指導
へのニーズ

一部の集合住宅では帰宅
困難者の受け入れを行って

いる

［災害時にはビルメンテ会
社・警備会社に

多くは期待できない］

［ビルメンテ会社・警備会社
にはエレベーター閉じ込め

の確認を依頼］

［高層住宅は下階に降りる
と自室に戻れない可能性

がある］

A-6集合住宅の災害時の特性

A.町会等の災害対応の実態と課題

A⑫［救出・救助の工夫］

［町会等］×［その他の団体］×［災害時の対応と課題］に使用したカード

A⑤［備蓄品は発電機、食料
トイレが多い］

［B］
町会にあるのは担架や発電機、災害
用トイレ、投光器である

［B］
このほか、関東大震災100年を契機
とした助成金事業で蓄電器とソー
ラーパネルを購入した

［C］
中央区から倉庫をもらい食料やトイ
レがある

A⑨［外国人のパニックが不安］

［C］
この地域は商業地域。日中災害が発
生したら外国人はパニックを起こす

［C］
情報がない中で外国人がどうなるか
わからない

A⑧［帰宅困難者を受け入れられるか不
安がある］

［C］
マンション内の居住者対応で追われ
ているところに、避難されてきた方
への対応は防災区民組織の役割であ
る

［C］
帰宅困難者対応が要求を受けてどこ
までできるか

A⑩［けが人が発生し
た場合の救出が不

安］

［A］
ハード（建造物の強度等）はしっかり
しているので、その反面、入居してい
る方が高齢化等により不安

A⑥［救助に必要な資機材
が備蓄されていない］
［B］
救出に必要な道具は町会にない

A⑦［備蓄されている資機
材を知らない］

［D］
我々が市民センターの備蓄を知らな
い

A⑩［行政からの情
報が来ない］

［C］
今はその枠組みがないため、自分達
で情報を集めに行かなくてはならな
い

［C］
プッシュでマンションに（行政からの）
情報を流してほしいというお願いを
している

A－３町会が保有する資機
材の実態と課題

A－4町会の活動に関する不安

A①［災害時の活動体
制は構築できている］

［D］
会館に集まって役割分担をしている

［D］
マップにも書いてある通り、一応組織
ができている

［D］
町会長が指示を出して対処するとい
う形はできている

A－1町会の活動体制
の実態

A③［災害時に活動できる人がいるかわからない］
［D］
ただ実際に被災時に動けるかといえ
ばわからない

［D］
本当に出て来てくれるか、被災場所
まで来れるか次第

［C］
対策本部を2階に置いたとしても、自
宅のある階から降りてどれくらい本
部の業務に協力できるかわからない

A②［活動の実行性に不安がある］

［C］
津波が到達する状況で、帰宅困難者
の対応や、止水板の処置等の対応に
不安

［C］
マンション内で怪我や病気に対応し
て頂けるのか不安である

［D］
我々が行うべき支援とは何か、自治
会が必要とする支援とは何か、そうし
た経験がないと見えてこない

A④［新たな担い手を
見つける必要がある］

［B］
中学生は高齢の町会員よりも動けて、
元気で防災の担い手となりうる

Aー2町会の活動体制の課題

A⑫［救出・救助の工夫］
［C］
（けが人が出た際、エレベーターを使
用しない運搬方法は）各棟に設けて
いるキャリアという道具を使って、階
段を降ろしていく対策はしている

［C］
（医師や看護師のリストを）更新しよ
うと考えている

［C］
マンションに居住する医師や看護師
のリストは以前作成

［C］
その方達（医師や看護師）に怪我人対
応の支援をしてもらうことを考えて
いる

［A］
フロア（入居者が居住する区画）で助
け合う

A⑬［消防に指導してもらいたい］

［C］
消防署として、住民にどこまでをど
のようにして欲しいのか

［C］
いざという時その先にどうしたらい
いか等消防署からご指導いただける
のか

［C］
その対応要領（避難されてきた方へ
の対応）についてよいものがあれば
共有いただきたい

A-5消防に対する指導へのニーズA⑯［一部の集合住宅では帰宅困難者の受け入れを行っている］

［C］
やらなくてはいけないことは、帰宅困
難者対応と認識

［C］
（区との協定により）避難時に一時避
難受入場所となっている

A⑰［災害時にはビルメンテ会社・警備会社に多くは期待できない］
［A］
ビルメンテナンス会社が入っており、
防災センターに1名常駐

［A］
大規模災害時でも駐在してとは言え
ないので、いない前提で考えている

［A］
警備会社もいない前提で考えている

A⑮［ビルメンテ会社・警備会社にはエレベーター閉じ込めの確認を依頼］

［A］
ビルメンテナンス会社には、地震被災
時の初動においてマンションのエレ
ベータ内に閉じ込められた入居者が
いないか確認することを依頼してい
る

［A］
（制震構造のため）揺れていないのに
エレベータが動かないことが不安

［A］
制震構造のため（エレベータは）上に
行くほど揺れない

A⑭［高層住宅は下階に降りると自室に戻れない可能性がある］
［C］
高層階にいる自分にとって、震災時
に自宅は無事であっても下に降りた
ら自宅に戻ってこられない状況もあ
る

A-6集合住宅の災害時の特性
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［町会等］×［その他の団体］×［災害時の対応と課題］に使用したカード

B①［協定による責任の
明確化が必要］

B②［責任の所在が明確でな
いと団体に協力してもらえな

い］

B-1団体との連携への
ニーズとハードル

B⑦［災害時の活動：地域の
見回りの実施］

B⑤［災害時の活動：避難誘
導］

B⑥［災害時の活動：
情報収集・情報発信］

B⑨［災害時の活動：
労働力の提供］

B-3団体が行う地域に対する支援活動

B⑩［夜間は活動すること
ができない］

B⑨［初動期は活動するこ
とが難しい］

B⑪［地域貢献を行う企業
は業種によらない］

B-4団体の地域に対す
る支援活動の特徴

B⑬［社員・構成員の安全が
最優先］

B⑫［本来業務が最優先］

B-5団体の基本的性質

B③［要請があれば協力で
きる］

B④指揮命令系統の明確化
が必要］

B-2団体が地域に対する支援活動を行うための
きっかけ

B.その他の団体との連携と団体の活動範囲 B①［協定による責任の明確化が必要］

［D］
（地震があった際）市役所と契約をし
ないと大学側もまた動けない

［D］
責任の分担は非常に難しい問題

［D］
契約書がないと進んでいかないん
じゃないかなと思っている

B⓶［責任の所在が明確でないと団体に協力してもらえない］

［D］
町会は責任持てず、要求ばかりする
と大学側も受け身になる

［D］
一般の方が避難してくると大学側と
しても事故が起こった時を考えたら、
市役所が入ってもらわないと困るだ
ろう［D］

（避難所に）安易に受け入れますよと
いうことは言えない

［D］
町会は、地震があったら大学の講堂
に入れてくれと言う

［D］
些細なことが大変なことになる

B-1団体との連携へのニーズとハードル

B-2団体が地域に対する支援活動を行うためのきっかけ

B③［要請があれば協力できる］
［T］
周辺企業からの協力要請があれば協
力することはありえる

［J］
有事で消火活動などを店舗のスタッ
フの方が担う可能性はある

［K］
求められれば避難支援等の活動は会
としてできると思う

［K］
自衛隊から情報収集の要求あれば、
会員居住地近傍の被害状況に関す
る写真を送り、状況把握に利用し
てもらう

［K］
持ち場があるのであれば、そこに対
して出れる人で繋いでいきながら
やっていくことはしていきたい

B④［指揮命令系統の明確化が必要］
［F］
有事においては、当団体が指令をだ
すと混乱すると考えている

［F］
警察・消防と自衛隊、お寺がある中で
当団体が指示を出すと混乱してしま
う

［F］
警察や消防が指令を出した方がよい

［Q］
環八より向こうに居を構えている
人は、地域の消防署から指示を受
けて動く協定を結んでいる

［G］
警視庁からの依頼にもとづいて出動

B-3団体が行う地域に対する支援活動

B⑦［災害時の活動：地域の見回りの実施］

［T］
対応時は地域の状況把握にも努める

［T］
日本橋の状況をパトロールする

［G］
東日本大震災時には、独自に交通誘
導、防犯パトロール、避難所の警戒活
動警備業務等を実施

B⑤［災害時の活動：避難誘導］
［G］
交通誘導、防犯パトロール、避難所の
警戒活動警備業務等を実施

［L］
制服を着て自発的に交通誘導をした
事例がある

B⑥［災害時の活動：情報収集・情報発信］
［I］
親子目線の情報に限り、必要な情報
をSNSで発信している

［F］
本堂に本部を設置し、情報連絡する
のみと考えている

B⑧［災害時の活動：労働力の提供］
［Q］
瓦礫を動かすような内容ではなく、
労働力的な活動を組織的にやれれば
と思っている

［Q］
建物の構造に詳しい

B⑬［社員・構成員の安全が最優先］

［J］
まずは自分の身を守るのが大事

［O］
まずは従業員の安否に関する対応

［T］
本人の安全が第一である

［Q］
本当の初動は自身と家族の安全を守
り、活動ができる状態になったら来
てもらうことにしている

B⑫［本来業務が最優先］

［O］
基本的には地域全体への支援として
当団体のお客さま以外も含めて食糧
配給などを行うことはないと考えて
いる

［O］
事業者としての設備被害を受けてい
る可能もあり災害活動が始まる

［O］
災害対応においては、行政との連携
や通信、電気事業者等と一体となっ
て面的に対応する必要もでてくる

［O］
初動時には、安全を守りながらガス
供給を継続的に行うもしくは再開す
ることが必要だと考えている

［Q］
職人なので現場に出ていなければと
いうのもある

［R］
いかなる企業も自分の企業が大事

［T］
管理しているビルの安全確保が第一

［T］
ビルの安全確保と復旧

［O］
当団体グループの事業継続活動は結
果としてお客様の生活を支えること
になる

［P］
災害時は物資の保管等がメイン

B⑩［夜間は活動することができない］

［T］
夜間であれば翌朝から活動開始となる

［Q］
夜間だと、各隊員の安全を確保して
動ける状況になって対応することに
なっている

B⑨［初動期は活動することが難しい］

［L］
ボランティアの活動であっても、被災当
初ではなく、被災地で受入体制が出来
てから現地入りするようにしている

［Q］
当団体の救助隊の活動は災害3日後
を想定している

［R］
一段落して地域住民を助けるという
発想になる

［Q］
初動は各支部で活動する

B⑪［地域貢献を行う企業は業種によらない］

［R］
地震発生直後に地域貢献する企業は、
業種ではくくれない

B-4団体の地域に対する支援活動の特徴 B-5団体の基本的性質
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C④［保障制度がない］

C⑥［災害時の活動ルール
がない］

C⑦［災害時の活動が明確
でない］

C⑧［連絡手段が脆弱］

C⑤［災害時の体制が脆弱］

C-2団体が地域に対する支援活動を行えなくな
る要因

C①［協定が活動の根拠と
なる］

C③［災害時の活動ルール
がある］

C②［保障制度がある］

C-1団体が地域に対する支援活動を行うために
必要な要素

C.地域への支援を行える団体の特徴

［町会等］×［その他の団体］×［災害時の対応と課題］に使用したカード

C④［保障制度がない］

［Q］
いずれは保障制度があればよいと
思っている

［J］
会社としては労災の関係上（活動し
て欲しいと）言えない

C⑥［災害時の活動ルールがない］

［K］
根拠となる協定にこうした活動は明
文化されていない

［Q］
各地域での取組方針は無い

［Q］
具体的な動きは決めていない

［I］
決まりはないが情報発信に限られる
と思う

［O］
災害対応中における地域社会への支
援としてマニュアル化されたものは
ない

［T］
余裕あれば近隣ビルのための地域奉
仕の活動に関する記載はマニュアル
に明文化されていない

［I］
組織として決めている対応はない

C⑦［災害時の活動が明確でない］

［O］
状況に応じた対応としか言えない

［O］
状況に応じて、人道的な支援として
食糧を配給することはあり得る

［Q］
避難誘導や救助を平日夜間や休日な
どでも活動可能かは明言できない

［O］
災害時に地域社会への「支援」が広い
範囲のボランティアを意味するなら
ば、初動の段階では明確に何かがで
きると明言できない

［Q］
どこを壊したらいいかなどの連携は
できると話しているが、具体化してい
ない。

［R］
空いた時間に地域に貢献することは
ある

［L］
災害時の活動の範囲は初期消火など
も行うかはまちまちである

［O］
地域のボランティア的な支援は状況
による

C⑧［連絡手段が脆弱］

［N］
災害が発生した場合に、学生と連携
できる仕組みがない

［K］
連絡手段は携帯とメール

［Q］
少ない人で開けると混乱するので慎
重になる必要があると感じている

C⑤［災害時の体制が脆弱］

［K］
災害時に当団体の人が集まって活動す
ることは確実に何人出せるということは
言えない

［K］
人を集めることは難しい

［K］
大震災になったら連絡は難しいのでは
ないか

［I］
実際に災害が起きた時は、当会の活
動が事前の防災対策に特化している

［I］
組織も全体で10人

［K］
生業を投げうって来てくれるのは
1500人のうち1～２割の印象

C-2団体が地域に対する支援活動を行えなくなる要因

C①［協定が活動の根拠となる］

［K］
協定が根拠

［K］
災害時の活動に関する協定を区と締
結している

［K］
区にとって必要なことがあれば当会
に要請するといった包括的な内容

［K］
自衛隊とも災害時の協定を締結して
いる

［N］
近隣住民を受け入れる一時避難所と
して本学を開放する協定を締結

C③［災害時の活動ルールがある］
［T］
行動4原則「本人、家族、隣近所等、二
次被害防止」が決まっている

［T］
当社本部の長の意向により、周辺の
安全確認は任務として明文化されて
いる

［T］
4原則が確認できたら、速やかに参
集するというルールがある。このルー
ルは24時間365日発動

［T］
呼び出しなくても自動的に活動する
ようになっている

［R］
日頃から準備して対応した企業はい
ち早く地域貢献できる

C②［保障制度がある］
［Q］
当団体の救助隊は、民間の保険をか
けて活動している

［T］
負傷したならば労災になる

［O］
対応は一定レベルでマニュアル化さ
れている

［T］
活動時に負傷したならば労災で会社
が責任をとる

C-2団体が地域に対する支援活動を行うために必要な要素
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［町会等］×［その他の団体］×［災害時の対応と課題］に使用したカード

D④［要支援者の個人情報
の取り扱いに自治会として

苦慮］

D⑤［自治会として要支援
者の情報を収集している］

D③［町会と集合住宅で要
支援者の情報を共有してい

る］

D⑦［要支援者の情報を得
ても救助は困難］

D⑥［要支援者の情報に頼
らない支援］

D①［要支援者の個人情報は
民生委員・自治会長が保管］

D②［竣工から時間がたった
集合住宅には高齢者も多い］

D-1避難行動要支援者
対応の現状

D-2要支援者情報の課
題と工夫

D-3要支援者の救助の
課題と工夫

D.避難行動要支援者対応の課題

D①［要支援者の個人情報は民生委員・自治会長が保管］

［B］
民生委員が地域の要支援者等の個人
情報を掌握している

［C］
救護・要支援対応班の扱う情報は、個人情報のため
アクセス権を定め、限られた者のみがアクセスできる
仕組みを構築している

D-1避難行動要支援者対応の現状

D②［竣工から時間がたった集合住宅には高齢者も多い］

［A］
竣工時は普通の値段で買えたので、
普通の人が多く買った

［A］
65歳以上が1割以上で、かつ高層に
住んでいる人が多い

［A］
高齢者同士で住んでいる部屋も多い

［A］
高齢者が40階に住んでいるケース
もある

［A］
当時、購入した人が年をとり、そのま
ま移動できずにいるのではないか

D-2要支援者情報の課題と工夫

D④［要支援者の個人情報の取り扱いに
自治会として苦慮］

［A］
要支援者の名簿の取扱いに苦慮して
いる

［A］
要支援者に関する個人情報をフロア
リーダー等に渡せない

［B］
個人情報が課題

D⑤［自治会として要支援者
の情報を収集している］

［E］
当会は加盟する全世帯の名前・連絡
先・家族構成、支援者の名前が記載
された防災ファイルを作成している

D③［町会と集合住宅で要支援者
の情報を共有している］

［A］
近隣町会と要支援者名簿を共有して
いる

Ｄ⑦［要支援者の情報を得ても救助は困難］

［B］
民生委員は避難を要支援者に促すこ
とはできない

［B］
要支援者の氏名、住所があっても、呼
びに行く人がいない

［B］
震災時に要支援者の情報をいかに活
用できるかは疑問

［A］
災害時にどのように要支援者を救出
するかは課題

［A］
災害対策本部では救出することがで
きない

D⑥［要支援者の情報に頼らない支援］

［B］
（個人情報の課題があるため）マンションの3階
以上に住む入居者は災害時に救助しない

D-3要支援者の救助の課題と工夫


